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基本情報技術者試験 

傾向分析と最新学習法 

 

●基本情報技術者(FE)試験の位置づけ 

情報処理技術者試験の枠組みを以下に記します。FE試験は，知識・技能のレベルに応じ

て３段階になっている“情報処理技術者”向けの試験区分構造のうち，最も「基本的」な

機能・技能を問うものになっています。 

 

 

        (IPA IT 人材育成センターHP https://www.ipa.go.jp/shiken/kubun/list.html より) 

 

 典型的な人材イメージとしては「システム開発チームや，システム戦略チームのメンバー」

が近いでしょう。皆さんがＩＴ関連のキャリアを進めていく道筋の，ちょうど入り口に該当

する資格といえます。 
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●現在の FE試験 

 

2023 年 4 月から，基本情報技術者試験は実施方式や出題形式を大きく変えて行われてい

ます。概要は以下のとおりです。 

 

 

 

 原則的には，パソコンを用いて行う CBT方式の試験となります。受験者は，受験会場

に行き，パソコンの画面に表示された問題に，マウスを用いて解答します。 

 受験者が，都合の良い日時と受験会場を選択します。従来は春や秋の決まった期間内

で実施されていましたが，2023年 4月からは通年試験化となっています。 

 (なお，IPAでは CBT方式に加え，自宅などからインターネット経由で受験できる IBT

方式についても検討しており，2022年秋には実証試験が行われました。) 

  

 

 

① 科目 A試験 

試験時間：90 分 (1 時間 30 分) 

出題形式：四肢択一式 60 問，全問必須 

合格基準：満点の 60％ (項目応答理論によるスコアで評価) 

 

科目 A 試験は，従来の午前試験に該当します。紙の冊子で半～1 ページ程度に該

当する分量からなる，比較的単純な四肢択一式の問題です。「○○の説明はどれか」

といったように，基礎的な知識や，簡単な事例に対する解決能力が求められます。

出題分野は大きく次のように分けられます。 

テクノロジ系（理系）：基礎理論，コンピュータシステム(ハードウェア，ソフ

トウェア，システム構成など)，技術要素(データベース，

ネットワーク，セキュリティ)，システム開発 

マネジメント系（文系）：プロジェクトマネジメント，サービスマネジメント，

システム監査 

ストラテジ系（文系）：システム戦略，経営戦略，企業活動(会計を含む)，法

務(著作権や派遣法など) 

 

② 科目 B 試験 

試験時間：100 分 (1 時間 40 分) 

出題形式：多肢選択式(複数個の選択肢から 1 個以上を選択) 

試験の出題形式 

試験の方法 
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     20 問 全問必須 

合格基準：満点の 60％ (項目応答理論によるスコアで評価) 

 

科目 B 試験は，科目 A よりも少しボリュームのある長文形式の問題です。紙の冊子で 1

～数ページ程度に該当する分量の文章や図表などが提示され，プログラム中の空欄を埋め

る設問や，適切な改善策を選ばせる設問に答える形となります。 

出題の内訳は，擬似言語のプログラムが 8 割(16 問)，情報セキュリティが 2 割(4 問)と

なります。 

 

まとめると， 

科目 A 試験では 用語や仕組みに対する基礎的な知識（理解）が求められ， 

科目 B 試験では それらの知識を活用し問題を解決する応用力が求められる 

といえるでしょう。両者で求められる知識の範囲は違うものではなく，基礎 → 応用とい

うつながりをもっています。 

 

 これまで，IPA から何回か，問題が公開されています。 

 

2022 年 5 月：科目 B サンプル問題 (計 6 問) 

2022 年 12 月：科目 A サンプル問題 (計 60 問) 

       科目 B サンプル問題 (計 20 問) 

2023 年 7 月：科目 A 公開問題 (計 20 問) 

       科目 B 公開問題 (計 6 問) 

2024 年 7 月：科目 A 公開問題 (計 20 問) 

       科目 B 公開問題 (計 6 問) 

 2022 年 5 月の科目 B サンプル問題は，科目 B 試験がどのようになるかという方向性を

示すものでした。 

2022 年 12 月公開のサンプル問題は，科目 A・B ともに実際の試験で解答する問題数と

同じです。分野ごとの出題バランスやボリューム感を確認するには，このときのサンプル

問題を眺めるとよいでしょう。 

 一方，2023 年と 2024 年の公開問題は，実際の試験で用いられたであろう問題の一部を

公開したものとなっています。最近の出題傾向を推し量るには良い材料となるでしょう。 

 

 以下では，これらの公開された情報をベースに，科目 A・科目 B それぞれでどのような

傾向が見られるかを整理していきます。 
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●科目 A試験のポイント 

 

 2022 年 12 月公開の科目 A サンプル問題では，分野ごとの出題数バランスは以下のよう

になっていました。 

 

 出題テーマ 出題率 出題数 

テクノロジ系 基礎理論 11.25% 9 

コンピュータシステム 12.50% 10 

技術要素(DB，NW，セキュリティなど) 22.50% 18 

開発技術 5.00% 4 

マネジメント系 プロジェクトマネジメント 3.75% 3 

サービスマネジメント 5.00% 4 

ストラテジ系 システム戦略 3.75% 3 

経営戦略 6.25% 5 

企業と法務 5.00% 4 

 

この内訳及び各種情報を考えあわせると，テクノロジ系，マネジメント系，ストラテジ系

の出題内訳はおおよそ次のようになることが予想されます。昨今の AI(機械学習)の重要性

などを考慮すると，テクノロジ系がもう少し大きい割合になる可能性もあります。 

 

〔想定される出題比率〕 

 

 

科目 A は 90 分で 60 問を解答するので，1 問当たりの平均解答時間は 

90÷60 ＝ 1.5 分／1 問 

となります。かなりのスピード感で解いていく形になりますが，複雑な事例問題が十何問

も連続するようなことは考えづらく，多くは用語の意味や考え方などを問うもので占めら

れるでしょう。 

 また，多くの問題は，従来の午前問題と同様のテーマとなるはずです。従来の午前問題

の過去問題演習を行うことで，かなりの効果が期待できます。それに加え，公開された情

報から「新しいテーマ」もいくつか見えてきていますので，それらに対する準備も加えて

おくのがよいでしょう。 

 

 

マネジメント 

40 問前後 ： 5～8 問 ： 12～15 問 

テクノロジ ストラテジ 
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・基礎理論は手ごわい問題の連続になる可能性も 

基礎理論の分野は用語を知っているだけで解けるような問題は少なく，しっかりと各

理論を理解した上で計算などを行う事例問題の割合が多くなるでしょう。苦手だからと

言って敬遠したままでは大きな減点要素になります。 

 

 

(出典：令和 5 年度 基本情報技術者試験 科目 A 公開問題) 

 

 

(出典：基本情報技術者試験 科目 A サンプル問題) 

 

また，新しめのテーマとしては，AI や機械学習が挙げられます。生成 AI に関する需

要も大きくなっているので，関連知識や理論(確率・統計を含む)は要注意でしょう。 

 

・コンピュータシステム分野はまず定番をしっかり，加えて流行にも目を 

これらの分野は，古典的な技術が長く使われている部分も多いので，従来の午前問題

の演習は比較的大きな効果を生むでしょう。計算事例などの複雑な問題も，基礎理論と

比べるとそれほど割合は多くならないのではと予想されます。 
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(出典：基本情報技術者試験 科目 A サンプル問題) 

 

ただ，それでも少しずつ情報はアップデートされていきますので，油断は禁物です。

特に 

「クラウドコンピューティング」 

「仮想化」 

「オープンソースソフトウェア」 

といったテーマなどは最新動向に関する情報も抑えて，万全の状態で臨むようにした

いところです。 

 
(出典：令和 5 年度 基本情報技術者試験 科目 A 公開問題) 

 

 

・要素技術分野は情報セキュリティをしっかりと 

この分野はデータベース，ネットワーク，情報セキュリティなどが中心になります

が，内訳としては，おおよそ 

データベース 5 問前後 

ネットワーク 5 問前後 



 

－7－ 

 

Copyright(C)2024 TAC All rights reserved.  ＴＡＣ情報処理講座 

情報セキュリティ 7 問前後 

程度になることが予想されます。まず情報セキュリティについて，暗号化などの定番の

仕組み，各種攻撃や対策技術の名称などをしっかり頭に入れていきましょう。 

 

(出典：基本情報技術者試験 科目 A サンプル問題) 

 

その上で，ビッグデータなど，各分野の新傾向についてもしっかり押さえておくの

がベターです。 

 

(出典：基本情報技術者試験 科目 A サンプル問題) 

 

・システム開発技術分野は今後要注意 

2022 年 12 月のサンプル問題ではシステム開発技術分野の出題数は 4 問ですが，新し

めのテーマとして「アジャイル開発」の流れがかなり重視されるようになっています。

これを考慮すると，この分野の出題数はもう少し多くなってもおかしくありません。 
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(出典：令和 5 年度 基本情報技術者試験 科目 A 公開問題) 

 

・マネジメント系は効果的に学習 

マネジメント系については，それほど新しい考え方が多数登場することはないのでは

と考えられます。今までの過去問題演習の効果が大きく出やすいでしょう。まずは短い

学習時間で定番テーマを確実に身に付け，効果的に得点力を高めたいところです。 

 

(出典：基本情報技術者試験 科目 A サンプル問題) 

 

・ストラテジ系は計算＆新規テーマに注意 

ストラテジ系は，マネジメント系と比べると，最適化や会計といったテーマで計算

事例問題の出題比率も少し高くなることが考えられます。過去問題演習で定番の出題パ

ターンに慣れておくことが大事です。 
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(出典：基本情報技術者試験 科目 A サンプル問題) 

 

 また，「IoT」や「DX(デジタルトランスフォーメーション)」，あるいは「クラウドサ

ービス」や「e コマース(電子商取引)」といった，近年の社会におけるデジタル化の波

が出題内容に反映されることも増えてくるでしょう。アンテナを立て，しっかりと新し

い知識を入れていくことも重要になります。 

 

(出典：令和 5 年度 基本情報技術者試験 科目 A 公開問題) 
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●科目 B試験のポイント 

 

科目 B 試験は「小問」形式が 20 問並ぶ形式となります。サンプル問題を見る限りで

は，1 問のボリュームは紙の冊子 1～2 ページ程度で，従来の午前問題を少し拡張したよう

な印象を受けます。単純計算すると，1 問当たり 100 分÷20 問＝5 分で解くスピードが求

められることになります。 

 IPA の試験要綱で提示されている科目 B 試験の項目立てなどを考慮すると，各問題はお

およそ次のように分類できます。 

 

・プログラムの処理の基本要素に関すること 

  （変数や配列の使い方，分岐やループなどの基本的な事項） 

・データ構造及びアルゴリズムに関すること 

  （スタックやキューなどの各種データ構造の利用，整列や探索などのアルゴリズム） 

・プログラミングの諸分野への適用に関すること 

  （データサイエンスや AI などに関する応用的なプログラム） 

・情報セキュリティの確保に関すること 

 

 以下，サンプル問題や公開問題の内容も用いながら，内容(予想される出題傾向)につい

て簡単に述べていきます。 
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① プログラムの処理の基本要素に関すること 

 変数や配列の使い方，if 文を用いた分岐や while 文・for 文によるループなど，プロ

グラムを作成する上での基本的な知識を問う部分です。 

 

 

(出典：基本情報技術者試験 科目 B サンプル問題) 
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(出典：基本情報技術者試験 科目 B サンプル問題) 

 

 難易度的には，この部分ではさほど難しい問題は多くないでしょう。既に学校や独学

でプログラミングに触れていれば，易しく感じるであろう部分です。基礎的な知識をし

っかり理解した上で，できれば全問正解に近い正答率を狙いたいところです。 
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② データ構造及びアルゴリズムに関すること 

 スタックやキュー，リストや 2 分木といった各種データ構造の利用や，“バブルソー

ト”などの整列アルゴリズム，“2 分探索”などの探索アルゴリズムといったよく用い

られる定番アルゴリズムが中心となる部分です。 

 ①よりは難易度が上がってきますので，知識の習得と問題演習をバランスよく進め，

できるだけ「よく使われるアルゴリズムのパターン」を身に付けたいところです。 
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(出典：基本情報技術者試験 科目 B サンプル問題) 
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(出典：令和 5 年度 基本情報技術者試験 科目 B 公開問題) 
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③ プログラミングの諸分野への適用に関すること 

 数理やデータサイエンス，AI などの分野を題材として，かなり複雑な応用プログラ

ムを取り上げる部分です。サンプル問題や公開問題でも，ここに該当すると思われる

「難問」がいくつか登場しています。 
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(出典：基本情報技術者試験 科目 B サンプル問題) 

 

 

 出題数の割合としてはそれほど多くならないことが予想されますので，「多少は間違え

てもよい」という心構えでもよいでしょう。それでも全滅してしまうと痛手なので，でき

るだけくらいついていきたい部分です。 

公開された問題の限りにおいては，あらかじめそのアルゴリズムを知っているかという

よりは「問題文で提示されたプログラムの思想や手順をしっかり読みとけるか」が勝負に

なりそうだ，という傾向が見えます。読解力(国語力)もしっかり高めて準備したい部分で

す。 
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以上の①～③で，アルゴリズム分野として計 16問の出題になります。 

 

④ 情報セキュリティの確保に関すること 

現状では，技術的な観点よりはむしろ，組織におけるセキュリティマネジメントの色

合いが強い内容になることが想定されます。 
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(出典：令和 5 年度 基本情報技術者試験 科目 B 公開問題) 

 

今後に変化する可能性もありますが，現状ではこういったマネジメント的な問題が主流

で構成されると予想して取り組むのがよさそうです。 
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●試験対策学習のポイント 

 

・科目 A対策は，従来の午前試験対策と同様に 

 

科目 A 試験の内容は従来の午前試験に準ずる形になるので，対策学習も従来の午前

試験対策のアプローチがそのまま使えます。 

 インプット：テキスト(教科書)を用いた各分野の基礎知識の習得 

 アウトプット：問題演習で学習の成果を確認，弱点を把握 

という二つの学習サイクルを， 

  インプット → アウトプット → 再インプット(再学習) → … 

という形で回していき，広く知識を身に付けましょう。 

 アウトプットの際には，過去の基本情報技術者の午前問題も，そのまま材料として活

用できるでしょう。 

 

・科目 B対策は，演習(ケーススタディ)の積み重ね 

 

情報セキュリティとアルゴリズム(擬似言語)のみの分野構成となるので，それらに集

中した対策学習を行うことになります。問題数やサンプル問題・公開問題のバリエーシ

ョンをみてもいろいろなタイプの問題が幅広く出るであろうことは確実ですので， 

「整列や探索は十分理解しているが，文字列操作アルゴリズムはよく知らない」 

  「リスク分析のところはかなり勉強したが，利用者認証のことは分からない」 

といったような，理解の範囲に偏りを生じさせないように心がけましょう。 

 

 そのためには，できるだけ沢山のプログラムやセキュリティ事例に触れておくことが

大事です。サンプル問題や公開問題，TAC での問題演習などを介して，さまざまなプ

ログラム，多様なシチュエーションを目にしておくことで，本番でのリスクを下げるこ

とができます。 

 また，昨今ではインターネットや書籍で，様々なアルゴリズムや情報セキュリティ事

例に関する情報が入手できます。問題演習の形となっていなくとも，それらに広く目を

通すことで，より漏れのないスキルを身に付けることが期待できます。単純に知識を暗

記するというよりは，「こういう目的の場合はこのような手順が有効だ」といったよう

に，ケーススタディという意識で学習を進めるのがよいと思われます。 

 

出題数の割合を考えれば， 

・まず，アルゴリズム(擬似言語)の対策学習をしっかりと 

・その上で，情報セキュリティについても学習 
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という形で，アルゴリズムに重点をおいて科目 B 試験対策を進めるのがよいでしょ

う。学習時間についても，実際の出題数割合と同様の 8 割：2 割程度，あるいはそれ以

上の重み付けでアルゴリズム対策に重点をおく，といった心構えでよいかと思われま

す。 

 

 

●コースへのご案内 

 

これまで述べたような試験対策学習を進めるにあたっては，科目 A，科目 B ごとにしっ

かりとしたスケジュールを立て，ペースを守って漏れなく学習していくことが重要になり

ますので，独学でゼロから始めるのはなかなか難しいかと考えます。特に科目 B 試験につ

いては未知の部分も多いため，どう学習してよいか分からない部分も多いでしょう。 

TACは今までの情報の蓄積と講師の経験を活用し，新しい試験に対しても最善の対策と

なるようなカリキュラムをご提供します。講座をご利用いただくことで，前述のような不

安を廃し，スムーズに学習を進めることができるでしょう。 

 また，講義や教材で分かりづらいところがあれば，そのつど講師に質問するという「コ

ミュニケーションしながらの学習」ができるというのも，講座受講の強みです。 

 

 ぜひご利用をご検討ください。皆様のご参加を心よりお待ちしております！ 

 


